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座長：高橋 綾子（群馬大医・附属病院・核医学科）
１．Transplacental gadolinium retention in mice pups and the effect of pregnancy on gadolinium retention in mothers after maternal administration of gadolinium-
based contrast agents
母親マウスへのガドリニウム造影剤投与による経胎盤的
な胎児への影響および母親へのガドリニウム沈着への影
響
Khongorzul Erdene，対馬 義人
（群馬大院・医・放射線診断核医学）
中島 崇仁 （群馬大院・医・分子画像学）
亀尾 里美，小山 洋
（群馬大院・医・公衆衛生学）
【目 的】 本研究の目的は,母親マウスにガドリニウム
(Gd)造影剤投与を行った際の胎児および母親へのガドリ
ニウム沈着について質量分析計を用いて調べることであ
る.【方法と対象】6匹の母親マウス (Balb/c)を異なる種類
のGd造影剤Gd-DTPA-BMAと Gd-DOTAとのどちらか
を投与 (2.0 mmol/kg)したかによって2群に分類した.Gd
造影剤の投与は妊娠16週から19週の4日間連続的に尾静
脈から投与した.出産後20日間は子供マウスと母親マウ
スとは同じケージで飼育され,授乳を受けた.21日目から
は子供マウスと母親マウスを別のケージで飼育した.28日
目に子供マウスと母親マウスを安楽死させ,脳・肝臓・腎
臓・脾臓・骨・血液を採取した.採取されたサンプルは質量
分析計 (ICP-MS)によって組織中のGdの濃度を定量的に
解析した.【結 果】 すべての子供マウスでガドリニウ
ムが検出された.Gd-DTPA-BMAを母親マウスに投与し
た群の子供マウスではGd-DOTAを投与された群に比べ,
有意に体内へのGdの沈着量が多かった.母親マウスへの
Gd沈着については,妊娠マウスの方が非妊娠マウスより
も有意にGdの沈着が少ないことが分かった.脳への沈着
については,脳/筋肉比を計算すると,子供マウスの方が母
親マウスよりも大きな値であった.【結 語】 胎盤経由
の胎児へのGd沈着を認めた.Gd造影剤の種類によってそ
の沈着量は異なり,妊娠はGdの沈着を減らす作用が確認
された.
２．3D-VIBE法を用いたT1mappingによる上腹部臓器の
T1値測定のための基礎的検討
小野 将平，氏田 浩一，島崎 綾子
丹 章吾，小野 絵理，須藤 高行
（群馬大医・附属病院・放射線部）
【目 的】 現在主流にあるT1値測定の方法は,測定に時
間がかかるものや,息止めの時間内ではスライス枚数が数
枚しか撮影できない.3D-VIBEを用いることにより広範囲
の撮影が息止めの時間で可能になるため,上腹部領域での
T1値測定に向いていると考える.今回我々は,3D-VIBEを
用いた精度の高いT1値測定を上腹部撮像に運用していく
にあたり予測T1値およびFA数の最適化を行ったので報
告する.【方 法】 撮像装置はSiemens Skyra 3.0T,上腹
部臓器を模した5つのT1値の異なる自作ファントムを作
成し,そのT1値をIR法で計測しゴールドスタンダードと
した.1)3D-VIBEのFA数を5に固定し,予測T1値200,
600,800,1.000,1.400,1.800,2.100 msと変化させ測定した.
2)予測T1値を800 ms固定としFA数を2,4,5,6,8,10と
変化させ測定した.【結 果】 1)予測T1値に近いT1値
の測定誤差は2％以内となり,予測T1値と離れているT1
値のものは最大で39％の誤差が生じた.そして,予測T1値
が1.000 msの時の誤差が最も少なく5％以内になった.2)
FA数を変化させていった場合,FA数を5にすると測定
誤差が4％以内になる結果になった.【結 論】 予測T1
値は1.000 msに設定,FA数は5に設定することでIR法
との誤差が少ない結果が得られることが分かり,これが最
適だと思われる.
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「群馬県立がんセンターでTwin Beam Dual Energy CT
が何故選ばれたか？」
佐藤 正規
（群馬県立がんセンター 放射線診断科）
【目 的】 当院において,CTの更新に伴い,どのような経
緯で本CTを選び,どのように最新CTを運用しているか
解説を行った.【概 要】 当院が導入したCTは,Defini-
tion Edge(SIEMENS)である.本CTは,一つのX線管球
でSplit Filterにより2種類のエネルギーデータを得るこ
とができるシステム(TBDE)になっている,TBDEにより,
造影後の画像より単純画像を作成する仮想非造影画像や,
ヨードの分布をみるヨードマップ画像,そして仮想単色X
線画像 (40 keV～190 keV)を作成することができる.さら
に最新逐次近似画像再構成法であるADMIREや,最新金
属アーチファクト低減ソフトiMARが使用可能である.
【運用方法】 当院では,ADMIRE,iMARを画質向上のた
めにルーチンで利用している.ADMIREでは強度を上げ
ても不自然さが少なくノイズを減少させることができる.
iMARでは,金属アーチファクト激減させることができ,
今まで評価困難であった金属周囲臓器の評価も可能となっ
た.そして,診断医の希望症例はじめ造影剤の減量や血管
の細さ,心機能により十分なコントラストが得られなかっ
たとき,よりコントラストを強調したいときに,仮想単色
X線画像を用いている.【結 語】 Definition Edgeは希
望選定に対応したCTであり,診断医の評価も高い装置で
第17回群馬県CT・MRI研究会
― ―68
あった.
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座長：須藤 高行（群馬大医・附属病院・放射線部）
「CT検査における低管電圧という選択 ―低管電圧CT
検査の基本知識とPOINNT―」
相川 良人
（山梨大学医学部附属病院 放射線部）
Computed tomography(CT)検査において,造影効果は
造影剤投与量との間に相関があり,十分な造影効果を得る
ためには高用量の造影剤が必要である.しかし,造影剤に
は腎毒性があるため造影剤の用量は最小限にとどめること
が望ましい.造影剤用量を減量しても造影効果を低下させ
ない方法は,低管電圧 (80 kV)を使用した撮影法が知られ
ており,40％の造影剤減量をしても視覚的な画質は維持可
能であったと報告されている (Radiology 2012;264(2):
445-54).しかし,低管電圧による撮影はX線量が不足する
ため,画像ノイズが増加しノイズを改善するためX線量を
増加する必要があり,これには被曝線量の増加が伴う.最
近のCT装置に搭載されている逐次近似法を応用した画像
再構成法は,ノイズの多いデータからノイズを取り除き良
好な画質が得えられる.逐次近似応用再構成法と低管電圧
撮影を併用する方法は,造影剤を減量し,かつ撮影線量を
増加することなく (被曝線量を増やすことなく),ノイズの
少ない画像が得られる可能性がある.しかし,この方法は
従来法 (120 kV)での画質・造影効果を担保した上で,どの
程度の造影剤減量が可能か?また,どのような特性がある
のかを理解し選択すべきである.今回は,低管電圧CT撮影
の基礎知識と臨床使用時のPOINTについて解説を行う.
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